
 

夫
を 

場 所：富岡公民館３階第一会議室 

日 時：令和２年７月１４日（火） 

      １３時００分～１６時００分 

講 師：佐藤青樹先生 

出席者：大西旅人、北島サブ、 

高野平太、谷口勝、長谷川智、 

三浦みちえ、森山裕子、 

山岸順、山口しだれ、山口のぼん、 

福田次郎 

 

 

 

 

 
 

課
題
「
き
ら
め
く
」・
互
選 

 

  
 

「
１
点
」 

デ
ィ
ズ
ニ
ー
の
花
火
の
き
ら
ら
懐
か
し
む 

 
 

次
郎 

 

「
き
ら
ら
懐
か
し
む
」
の
表
現
に
工
夫
を
。「
き
ら
ら
」
は
不
要
。 

例
「
デ
ィ
ズ
ニ
ー
の
花
火
に
コ
ロ
ナ
雲
を
か
け
」 

き
ら
り
ピ
カ
天
然
水
を
飲
み
感
謝 
 
 
 
 
 

の
ぼ
ん 

 
 

 

詠
む
人
の
心
象
に
任
せ
た
く
句
？ 

絵
が
見
え
に
く
い
。 

例
「
登
山
路
に
光
る
清
水
が
癒
す
喉
」 

 
煌
め
く
ノ
ー
ベ
ル
電
池
革
命
偉
普
吉
野 

 
 
 

の
ぼ
ん 

 

 
 

偉
普
の
意
味
が
解
ら
な
い
。 

 

在
宅
の
目
の
毒
に
な
る
ネ
オ
ン
街 

 
 
 
 
 

順 
 

 

 
 

一
読
明
解
で
、
出
来
て
い
る
句
。 

 

マ
ス
ク
か
け
目
元
麗
し
い
女
性
陣 

 
 
 
 
 

智 
 

 

 
 

中
七
「
目
元
麗
し
い
」
は
中
八
で
は
。
「目
元
麗
し
」
で
。 

 
 

駄
洒
落
を
一
句
「
マ
ス
ク
取
り
ゃ
目
元
垂
れ
く
る
女
性
陣
」 

 

星
た
ち
の
歌
は
時
代
の
メ
ッ
セ
ー
ジ 

 
 
 
 

勝 
 

 

 
 

詠
む
人
の
心
象
に
任
せ
た
句
か
。
自
分
だ
け
が
分
か
る
句
か
。 

 
 

 
 

「
２
点
」 

 

閃
い
た
言
葉
す
ん
な
り
闇
に
消
え 

 
 
 
 
 

み
ち
え 

 
 

 
 

出
来
て
い
る
句
。
作
句
の
途
中
で
、
閃
き
、
ポ
ッ
と
忘
れ
る
。 

 

コ
ロ
ナ
禍
に
花
火
き
ら
め
く
ワ
ン
チ
ー
ム 

 
 

し
だ
れ 

 
 

医
療
従
事
者
へ
の
感
謝
と
敬
意
。
一
読
明
解
で
出
来
て
い
る
句
。 

 

追
憶
の
青
春
の
日
々
乱
反
射 

 
 
 
 
 
 
 

勝 
 

 

 
 

「
青
春
の
日
々
と
乱
反
射
」
を
詠
む
人
の
心
象
に
任
せ
た
句
か
。 

収
束
を
願
っ
て
咲
か
す
尺
花
火 

 
 
 
 
 
 

み
ち
え 

 
 
 

一
読
明
解
で
出
来
て
い
る
句
。 

 

ニ
ッ
ポ
ン
が
輝
い
て
い
た
成
長
期 

 
 
 
 
 

裕
子 

 
 

 
 

一
読
明
解
の
句
。 

 

コ
ロ
ナ
禍
を
ブ
ル
ー
イ
ン
パ
ル
ス
華
や
か
に 

 

し
だ
れ 

 
 

 
 

中
七
の
「
ブ
ル
ー
イ
ン
パ
ル
ス
」
は
、
中
八
。 

例
「
コ
ロ
ナ
禍
へ
五
輪
を
描
く
青
い
空
」 

 
 
 

「
３
点
」 

 

七
夕
の
輝
き
暗
し
夜
の
街 

 
 
 
 
 
 
 
 

次
郎 

 
 

 
 

ど
う
し
て
暗
い
の
か
、
絵
が
見
え
る
よ
う
に
工
夫
が
必
要
。 

 
 

 

「
４
点
」 

 

マ
ス
ク
女
子
目
元
バ
ッ
チ
リ
美
人
顔 

 
 
 

 

智 
 

 
 

 
 

一
読
明
解
の
句
。 

 

願
い
ご
と
言
い
終
わ
ら
ず
に
星
は
消
え 

 
 
 

サ
ブ 

 
 

 
 

一
読
明
解
で
出
来
て
い
る
句
。 

 
 
 

「
５
点
」 

 

き
ら
め
き
の
余
韻
が
の
こ
る
日
記
帳 

 
 
 
 

順 
 
 

 

 
 

「
き
ら
め
き
」
を
詠
む
人
の
心
象
に
任
せ
た
句
。 

 
 

例
「
抱
擁
の
余
韻
が
残
る
日
記
帳
」 

 

コ
ン
ビ
ニ
の
明
か
り
に
群
れ
る
夜
の
孤
独 

 
 

裕
子 

 
 

 

「
夜
の
孤
独
」
を
ど
う
解
釈
す
る
か
。
詠
む
人
の
心
象
に
任
せ
た
句 

コ
ロ
ナ
で
も
満
月
光
り
未
来
見
え 

 
 
 
 
 

し
だ
れ 

 

 

中
七
の
「
満
月
」
と
「
光
」
が
ダ
ブ
っ
て
い
な
い
か
。。 

 

例
「
満
月
に
祈
る
コ
ロ
ナ
の
無
い
未
来
」 

百
点
を
取
っ
た
瞳
が
眩
し
す
ぎ 

 
 
 
 
 
 

み
ち
え 

 
一
読
明
解
。 

 
例
「
百
点
を
取
っ
た
ド
ヤ
顔
眩
し
す
ぎ
」 
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1 

 

夫
を

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 
 

課
題
「
き
ら
め
く
」・
互
選 

 

続
き 

 

 
 

 

「
５
点
」 

宝
石
の
輝
き
競
う
ク
ラ
ス
会 

 
 

 
 

 
 

 

裕
子 

 
 

 
 

一
読
明
解
で
出
来
て
い
る
句
。
」 

 
 

例
「
ク
ラ
ス
会
ダ
イ
ヤ
と
ル
ビ
ー
競
い
合
い
」 

 
 

 

「
６
点
」 

 

待
ち
に
待
っ
た
入
学
式
の
子
の
瞳 

 
 
 
 
 

順 
 

 

 
 

一
読
明
解
の
句
。 

 

ア
イ
ド
ル
も
歳
を
重
ね
て
名
女
優 

 
 
 
 
 

勝 
 
 

 
 

中
七
の
「
歳
を
重
ね
て
」
の
表
現
に
一
工
夫
が
欲
し
い
。 

 

 
 

例
「
ア
イ
ド
ル
も
今
や
名
優
燻
し
銀
」 

 
 

 
 

 
 

 

「
選
外
」 

 

夜
の
蝶
口
説
き
落
と
す
は
金
次
第 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

 
 

一
読
明
解
の
句
。 

 
 

例
「
夜
の
蝶
金
の
指
輪
に
ゃ
す
ぐ
止
ま
り
」 

 

ミ
ニ
ス
カ
で
今
日
の
彼
女
は
眩
い
ね 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

一
読
明
解
の
句
。
「ミ
ニ
ス
カ
」
は
「
ミ
ニ
」
で
も
良
い
の
で
は
。 

 
 
 

例
「
ミ
ニ
穿
い
て
行
け
ば
彼
氏
は
眩
し
そ
う
」 

 

き
ら
び
や
か
だ
ら
り
の
帯
の
舞
妓
さ
ん 

 
 

 
 

 
 

 

 
 

一
読
明
解
で
は
あ
る
が
、
そ
う
で
す
ね
、
き
れ
い
で
す
ね
の
句
。 

 
 

余
韻
、
余
情
が
あ
る
か
に
注
意
し
て
推
敲
。 

 

コ
ロ
ナ
さ
ん
へ
短
冊
に
書
く
さ
よ
う
な
ら 

 
 

 
 

 
 

 
 

「
短
冊
、
即
ち
七
夕
の
飾
り
」
が
き
ら
め
く
？
。 

 
 

例
「
短
冊
へ
コ
ロ
ナ
消
滅
祈
り
書
き
」 

 
 

 
 

 

自
由
吟
・
佐
藤
青
樹
選 

 
 

  
 
 
 

「
秀
」 

 

味
に
惚
れ
愚
痴
も
一
緒
に
賞
味
す
る 

 
 

 
 

順 

 

部
屋
を
出
て
用
事
忘
れ
て
ま
た
ト
イ
レ 

 
 
 

平
太 

 

ク
レ
ー
ム
を
つ
い
食
べ
過
ぎ
て
胃
潰
瘍 

 
 
 

順 

 

ハ
ス
テ
ー
ジ
テ
ノ
ー
ル
歌
い
き
る
元
気 

 
 

 

の
ぼ
ん 

 

無
観
客
の
野
球
に
見
入
る
一
人
部
屋 

 
 

 
 

次
郎 

 

前
向
き
に
生
き
て
健
康
八
十
路
坂 

 
 

 
 

 

の
ぼ
ん 

 
 

 
 

「
客
」 

 

追
尾
す
る
覆
面
パ
ト
が
煽
っ
て
る 

 
 

 
 

 

サ
ブ 

 

筑
紫
次
郎
堤
防
を
越
え
海
と
な
る 

 
 

 
 
 

次
郎 

 

コ
ロ
ナ
禍
へ
ラ
イ
ン
で
届
く
蝉
の
羽
化 

 
 

 

み
ち
え 

友
が
逝
き
生
命
線
が
気
に
掛
か
る 

 
 

 
 
 

み
ち
え 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

 

コ
ロ
ナ
に
も
負
け
ず
賢
治
の
空
は
晴
れ 

 
 

 

裕
子 

 
 

 
 

 

「
人
」 

 

下
戸
な
の
に
飲
み
代
い
つ
も
頭
割
り 

 
 

 
 

順 

 
 

 
 
 

「
地
」 

 

見
え
ぬ
敵
明
日
か
も
知
れ
ぬ
余
命
表 

 
 

 
 

裕
子 

 
 
 
 

 

「
天
」 

 

風
呂
敷
が
復
権
果
た
す
エ
コ
バ
ッ
ク 

 
 
 
 

勝 

 
 

    

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

【溜り場】 

 先日、球磨川が氾濫し、流域に、大きな被害をもたらしました。 

しかし、テレビでは「暴れ川の球磨川」と間違った報道をしている局

が多かった。確かに、暴れまくったという感じではありますが、正し

くは、「急流の球磨川」という分類です。さらに、最上川も氾濫してし

まいました。自然の現象が、変わってきていますね。 

●日本三大河川 ●日本三大暴れ川    ●日本三大急流 ●日本三大清流 

１．信濃川   １．利根川（坂東太郎） １．最上川   １．四万十川 

２．利根川   ２．筑後川（筑紫次郎） ２．富士川   ２．長良川 

３．石狩川   ３．吉野川（四国三郎） ３．球磨川   ３．柿田川 

 



 

千
葉
県
川
柳
大
会
（
誌
上
大
会
）
の
投
句
に
参
加
し
て
タ
イ
ト
ル
賞
（
１
１
賞
）
を
ゲ
ッ
ト
し
ま
し
ょ
う 

 
課
題
「
走
る
」・
二
人
選 

 

佐
藤
青
樹
選 

 

 

「
秀
」 

 

ど
ん
尻
で
出
世
レ
ー
ス
を
ゴ
ー
ル
す
る 

 
 
 

勝 

 

走
ら
ず
に
周
り
楽
し
む
時
に
な
る 

 
 
 
 
 

し
だ
れ 

 

金
策
に
走
っ
て
も
ま
ま
な
ら
ず 

 
 
 
 
 
 

順 

 

二
世
議
員
サ
ラ
ブ
レ
ッ
ド
は
名
前
だ
け 

 
 
 

勝 

 

安
倍
マ
ス
ク
鈍
行
過
ぎ
て
今
い
ら
ぬ 

 
 
 
 

し
だ
れ 

 

カ
ジ
ノ
案
審
議
尽
く
さ
ず
発
車
す
る 

 
 
 
 

勝 

 
 
 

 
 

「
客
」 

 

マ
ス
ク
越
し
息
切
れ
耐
え
て
ラ
ン
ニ
ン
グ 

 
 

智 

新
コ
ロ
ナ
世
界
を
走
り
修
羅
を
撒
く 

 
 
 
 

裕
子 

  
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

目
の
前
に
人
参
あ
れ
ば
走
る
だ
け 

 
 
 
 
 

順 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 

 

 

本
気
で
ね
孫
が
念
押
す
徒
競
争 

 
 
 
 
 
 

み
ち
え 

 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

 

無
観
客
蹄
と
鞭
の
響
く
馬
場 

 
 
 
 
 
 
 

？ 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

 
 
 
 

「
人
」 

 

私
か
ら
息
子
嫁
へ
と
走
り
去
る 
 
 
 
 
 
 

順 

 
 
 
 

「
地
」 

 

厚
底
の
シ
ュ
ー
ズ
が
目
指
す
金
メ
ダ
ル 

 
 
 

裕
子 

 
 
 
 

「
天
」 

 

最
後
ま
で
聞
か
ず
に
走
る
早
と
ち
り 

 
 
 
 

み
ち
え 

   
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

 

課
題
「
走
る
」・
二
人
選 

 

高
野
平
太
選 

 

 

 
 
 

 

「
秀
」 

 

ど
ん
尻
で
出
世
レ
ー
ス
を
ゴ
ー
ル
す
る 

 
 
 

勝 

 

目
の
前
に
人
参
あ
れ
ば
走
る
だ
け 

 
 
 
 
 

順 

 

マ
ス
ク
越
し
息
切
れ
耐
え
て
ラ
ン
ニ
ン
グ 

 
 

智 

 

安
倍
マ
ス
ク
鈍
行
過
ぎ
て
今
い
ら
ぬ 

 
 
 
 

し
だ
れ 

 

走
っ
て
も
走
ら
な
く
て
も
三
食
を 

 
 
 
 
 

次
郎 

 
 
 

 

「
客
」 

 

走
ら
ず
に
周
り
楽
し
む
時
に
な
る 

 
 
 
 
 

し
だ
れ 

 

走
れ
な
い
歩
く
だ
け
で
も
息
上
が
る 

 
 
 
 

サ
ブ 

 

厚
底
の
シ
ュ
ー
ズ
が
目
指
す
金
メ
ダ
ル 

 
 
 

裕
子 

 

新
コ
ロ
ナ
世
界
を
走
り
修
羅
を
撒
く 

 
 
 
 

裕
子 

 
カ
ジ
ノ
案
審
議
尽
く
さ
ず
発
車
す
る 

 
 
 
 

勝 
 
 

 

 
 

 
 

「
人
」 

 

最
後
ま
で
聞
か
ず
に
走
る
早
と
ち
り 

 
 
 
 

み
ち
え 

 
 

 
 

「
地
」 

 

大
臣
の
虫
酸
が
走
る
答
弁
に 

 
 
 
 
 
 
 

サ
ブ 

 
 

 
 

「
天
」 

 
 

 

私
か
ら
息
子
嫁
へ
と
走
り
去
る 

 
 
 
 
 
 

順 

  
 

 

（
自
句
） 

今
日
も
ま
た
亀
裂
走
っ
た
我
が
国
土 

 
 
 
 
 
 
 

 

旬
が
来
た
に
ぎ
り
が
旨
い
ア
ジ
イ
ワ
シ 

 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

 
 
 
 
 
 
 

 
 
 

梅
雨
雲
よ
駄
駄
を
こ
ね
ず
に
早
く
去
れ 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 

 

【掲示板】 

 １．９月例会のお知らせ 

 ・日時 ：令和２年９月１１日（火） 

       13時 00分～16時 00分 

 ・場所 ：富岡公民館 3階第一会議室 

   

・課題「満足」：互選    ３句 

 ・課題「デマ」：二人選    ３句 

 ・自由吟          ３句 

 

 

２．令和２年度総会  

１．会計・監査報告について、承認された。 

２．活動予定について 

・二人選は、８月より会員同士の二人選とする。 

   三才句については、選者コメントを追加する。 

  ・自由句の選者コメントを追加する。 

  ・秋に吟行を（浦安墓地公園あたり散策）。 

  ・公民館のイベント中止：文化祭、その他イベントも。 

３．秋の千葉県川柳大会（誌上大会）へ投句しよう！ 

投句締切は、１０月１０日（土）（消印有効）。皆さん、タイ

トル賞（１１賞）をゲットしましょう。   会長・山岸 

               会長・山岸順 


